
く一段研究＞

　　　　　　　　＼一∵　）逆r写∵’r

・分娩終末期におけるFetaIReartRate－MOnitOringPattem・
と騰帯動静脈ガズ1分析』△』　1，」1』』

ト

”』
、』』1』：：』』』こ』

』
、、、

　，、

研究第1部
共向前究者r

　堀　口　貞夫
　合 『板’幸 ・三lb林ン ・ 鶴二 雄

r椋寵正1昏寡 田幸r一
”　　　　　心1　　　　（愛育病院産婦入科）

丁　概要

　分娩終宋期の1Fe惚rhea鴬（FHR）血onitol童駄倉 pattem

を1）no㎜1およぴea以ydeceleねti6n・9士ot＝P「（N），

2）』痴abledecde励o血弩！σup （V），3）se顧d－va一

ゴable　dece艮emtion　gzoup（S）p　4）　願te　dece畏e職亡iQn あ

るいはhypoxi¢patte町9【oup（H）（190b⑩m以下

のbエadycardiaを除く）．5）100b，gm以下のb士adyc註dia

．9τ9叩⑧95群醇分類し・、・玲娩庫後Φ瞬帯鋤静脈1くU・

A・，p㌦Vら）ムガ」ス分極偉、ゆH～：マc％、マQ2匹㌍s¢ 腿cess
（B・Eウ〉．の関係を検討し沁o・さらに醒素挺与・・笑寒酸

素投与による影響についても検討しジ次の結果を得た。

　①初醇 経産に分サて検討した鵜、（N≧群においての

み2・U今は工V・停pH嬉は初産群㊧方が経産群に比し

て いずれも有意に低値を示した。②（B）群においてU

A・．璽P卑値は・（N）群陛比して樋に低値髪訴したゴ

③（S）群匡おける砿立の Pq2値は笑気醐索投与によ

り酸紫投与，二非投与のV・ずれに比しでも右意に土昇を示

しな9④（V）群の肌へ耳阻のB・E∵獄酸累投与直よ

り非投与群に比していずれも有意に低値を示した。また

（H）勧 うちゆ、甲t榊酬恥てか艇・鯛内禰

娩と勧熔灘．蹄鱒黛 中a呼瀕堤咋じたと
考えられる群において，U・A・のE　Eは酸素投与によ

墜鮪叫して蘭噸働示し規r筋に（N）群に
1参㌧頑も鳳肌りBl　El　l盈酔素輩午酢、Jl、91芽舞与に隼

してやはり有意に低値を示した。この酸素投1与による

誌廠稲向は酵獅勧聴1乙琢、疫、‘紬
ても課められた。以上の結果は，母体血中酸素濃度の上

昇に去 図》動脈が収縮し，母俸の血液が雌撃を癖流ずる

速度示低下壷るため胎児血中代謝物質の母体血中に拡散　』

する速度が低下したためであると考えられた・また，笑

気を併用うることにより，（S）群のU・V・におけるPo2

値は酸素のみを投与した群に比して有意に上昇したが，

こ・れは酸素投与のだめに収縮した小動脈が笑気併用によ

り拡張し，．胎盤の灌流速度が上昇したたあであると考え

られた。』 ．1 ㌔．』’

H　緒　言

、

近年1ME機器の普及は目ざまいいものがあり．ヂ分娩管

理に胎児Q状態を把握するため分娩監視装雌を用ヤ為ζ

とは多ぐの施設ですでに日常¢）こ とぐと一なっ てレ♪るう』しか

二し，、｛見在でもなお一般には胎児心拍をと らえる方法とし

てはlDqppler 法溢主流をなして㌧）るが7rlこの方法Kよ・

一る之妊婦の体位変換や胎児の位置の変化に131・り1胎児心拍

が不明となる場合が生㌫時として胎児管理に重大な手

落ちが隼 じる可能性があるo・しかも・Dopp珍r珠碍爽’る

場餌とくに分挽直前の心拍聯t叫．魚解柳墜能で

あ凱凝多く・ 児にとって働騨嬢化雄じる 可

、能悔ゆあ為危験な時期における監視が不十分と欺る、蔦≧

参褒なく・拠・。 ．　　　「　
．． ＝＾ノ ．〆

、、

　r方｝直擦誘導による胎児な拍の管理は葦婦Φ依填変

換による影響が敏・，しかも分娩直前尋；融、秘蹟堤心

拍信号はきわ南湾て明瞭準とらえ為こと顔で嘗うためγ

、電極装着時に局部の消毒の徹底と準意深ヒと肉珍にょり暴

門部，外陰部，顔面部等危険な個所を避す委こ ≧洋でぎ

るならに疲もすぐれた方法である、といえ・よ．う。、、、、…

　胎児の状態を把握する方法として上記㊨・ξetal典ea耽

1ate（耳HR）moゆto雌ロg法の他に胎児末楕血のガ洛分析

法があるρ近年¢）全自動血液ガろ測定装置の著しい違歩

によりrづ．血液ガス分析はきわめて手軽に施行で、転・』しか

庵測定者によ。る測定値の誤差も軽微であるためヲ般に幅

広く用いられて斌るが，分娩前の胎児にお黛て億測定に
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必要なだけの血液採取が困難であること，どうしても採

血量が微量になるため測定時の娯差を生じやすいこと等

の理由から，分娩管理の一助となるものの幅広く普及す

るに至ウて恥ないgが現状である威饗方』分娩終了後の』．．

鱗帯からのsamplingは容易であるため膀帯動静脈（U

V」）のガス分析は多くの施設で施行されているが，FHR

monito点㎎pattemとの相関を検討した例は少ない。
6，7》10》

　今回残々嫡庫接誘導準声り聡児心坤の変隼を参娩直煎］

まで明瞭1こ盈らえ，その騨ttem碧分朽』U，A，，U，

V・ガス分析値どの関係を比較検討しためで報告する。

班 研究対象および研究方法

・昭和55年11月 よ、り昭和56年5丹まで愛育病院産婦人科

でr分娩となら’た403例のう一ち，』FHRmo函toringlを施

．行し，かつU。AらU』Vト ガス分析をも二行なった207例

を対象とした。 なお今回の研究では双胎および骨盤位に

関しては例数がそれぞれ5例，7例と少なかったため対

象には含めなかった。

　F甚｛R　monito漁gはトーイツ社製分娩監視装置MT一

乙1810型を用い，L・ζできる限り直接誘導にょり FECGを記
録する方法セ施行したo　Dol》ple：法による場合力も』1 分

奴直前め記録が明瞭で㌢そ6pattem が判別可能なも

めのみを対象どし〆不明瞭で判別しにぐ恥症例なすべ七1

除外むたo・＝陣痛ば外測陣痛計により記録した‘・ FaR

、m6n量乏6直㎎・patt6血は．・1）nbmarおよび・eafly・d6一

℃elefati6h・寧・血P（N）1・2）’唾able decele坦t量・a・き・如

〈V）～3〉sらve1eね亘aUede6elemtion ．寧・ゆ（S） （徐脈

め最下限が70b」μ＝m｝玖下あるし・は徐脈の持続が1分以下

の・reafly＝密よび 、v額able　deceleτation　patte！血を示し

跳あ）糞4ン夏ate・Pdecele油・n・r畑P・xic帥em

9τoup（H） （100b．P，m以下のbladyca！diaを除ぐ），5）1

」・工00b』寮血以乍の・bねdy¢a！diagroup（B〉rの5群に分

（類もたす・1主aflゴde6ebla砿on
をnoヱmai群に含めたの

ば∫》血亘董ld6c616ねti6虹あ：いわゆるhead　cbmpressi◎n

’にまゲ出現し，ノ・迷走神経反射によるといわれている・た

』め言1 児の状態が 血O鰍群と大差ないと考えられたため

である。paをt6垣〆の分類基準と・しては，分娩直前30分よ
3r

｝分1娩まその間6『FHR士no盛to直㎎pattem・により上

寵めぢづの群にわ分， 2つ以上のー aftemが出現した

庵あに蘭しズ藤¢）群1（E）群， （S）群，（V〉群，（N）群

‘め順に分類しだ。』たと えば hyp6xid　pattefnが出現し

七いるとこ’ろに，、江カ所でも100b、plm以下のblady一

℃ardiaが認められた場合は（B）群とした。

　U・A・・砥V・のガス分析は・児娩出直後第！喧淳の前

に膀帯を2カ所で挾鉗し，ヘバリソ採血を行ないすみや

かにR【diometer社製全自動方ス分析装置ABL－2型

．セ；よ。酬匙溜麺底蝿．～C％．マ％鯵eexceSS

（BE） の頓騨？いてFaRmQ車t？ロng照ttem
との関係を比較検討したる

　さらに母体に酸索（61／min），無痛分娩を目的として

笑気酸素（21／min：41／min）をマスクにて分娩直前15

1分以上聲与したものを非投与群と区別し・酸素あるいは

笑気酸素投与によるU，A，U，V　ガス分析値の変動に

関しても検討を加えた。

　なお今回の報告でhypoxic　pattemや，100b．pm

以下のbladycardiaが出現していながら酸素非投与の

ものが少数存在するが，これ嫁直接誘導にょりFHR

monitoh㎎を施行したため分娩直前（例えば発露の状

態）でhypoxic　pattemが出現した場合，酸素を投与

・する時間がないまま分娩になってしまうという例が含ま

れているためであるoこ

　以上すべての統計学的処理は
student

の “¢検定に

よったo　・』　
．・

　「・．、 じ、

、w　結　果

　まず（Nン群において，初産，‘経産で差があるかどうか

『を検討じたとごろゴ表 L　aのように』U・A∫〆UドV」と・も

・表1
Results of　BLood　Gas　Analysis・of U・Aド…　’

　　』・ih、No㎜亘Gオou亘（M士S・D，）』　・　・…、』”1

　　　　P煮mip庶
　　　　 （n富32）

pH　　　・7．243士0』064＊

マc％（甲岨9）

　　　51．3士8，5 　　47．0土7．9
P碗（m取」19）r

　　　 1％±4．3 19．7土4．6
B」E甲』（倉Eq／1）

　　　一6．6ゴ；2。8　　　 －4．6ゴヒ3．1

》ぜ1tipam　　　To瞬』一、

　（n＝34）　　（n自66ン’
7．296土0，066＊＊　　 7・270ヨヒ0．070

49．1士8．4r

19．6＝七4．4，

一5♂6土3．1　一

　　　　　　　　　　　　　　多轡三PくoミP95

表2．ResultofBIQ。d・磁s 4na且ysis・？∫』賜・

　　 i血Nom烈G：oup（1虹±s．D，）「 　　 『

　　　rP亘坤pa鰍
　　　　（n；32）
’pH　”7二323士0．047＊

PCO2（㎜Eg）
　　　40．3＝上5．5
Po2（mエτ睡1ぎ）　r

　　　28．6＝ヒ5』2

B、E，（mFq！1）

　　　一5．2ニヒ1．9

　MuItipa卑 　 、Tgt母 ∋．

　（n禺34） 　．（n弔66）
7． 373士α051＊＊17．349±6， 055

37．6±6．工　　　　　　38．9土5．9　・

・28．4士5．3∫　　　・28．5：七5．2

‘3．5±2，4　』一4』3士2．2』

零乍＊＊；Pく0．005

一
30

一
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pH値においてのみ初産群の方が経産群に比していずれ

も有意に低値を示した（p＜0．005）。しかし他のPc叱，

Po2，B　E　は初産・経産で有意の変化はなかった。ま

た， （V），（S），くH），（B）のいずれの群においても，初産

夕経産の間でガス分析値に有意の変化は認められなかっ

たレ

・、次に（N）群以外の各群のl　U。AりU．Vし φガス分析の結

果を（N）群のそれと比較検財したとごろ』図1 のように

　図1　Cb出paris面6ゆOl iAU．A』be乏ween ∵』

　　　奪ormai＆Brady穿ardia　group

po2【二謝5

　　2⇔

1D

o

一Pく。’。～5一

一

嫁

D

めr帥匙 ．・8『轟6γc網蹟

・こく1poコ

　　　　　　　　　　　　　ヤ　
　ド

（B）群の聴 においてP勉鰹！6i6± 乞0㎜a3
（n＝23） （砿±S・D・以下同じ）・と（N）群のユ9，5±4i4

㎜Egくn＝66）零比して有意に （P＜9・g25｝騨を

尽し蝉・ 他の、pH・・P晦REあるいは他の群りしサ

れ酢零いても（N）群と、の間硯有意り葦嫡駆めら為塗かっ．

牟。ワfVンにおい丁も同様畦有意り薙はなかった。

。二そこで疎に各群を酸素鐸与群，非畢与群，笑気酸素撰

韓ρ鱗紛類頃鱒隅け礁獅る㌧・曄轍
素の疫毎進よる“Aりp。玖．ガス分析値の肇動を比較

検肘骸塵飛． その結果晃 （Sl群にお㌧1て、妖肌のPo2値嫉

嫁酸瓢卑より詔・9土鋼㎜Hg（警昼）、綴
素準与群第3≠4．7卯m　Hg （n≡10）』に比して有毒町

（マくα．q5）奉偉を示しち軌ま驚非投与群2鯛キ59m卯

阜g奪量5）マ酢対しても斎値を示す簿寧洋螺邑争塵た

‘Pl≦ “1）・（図2）・しかし甑陣いて壷まゴマo殖

興2 Effects。fO2＆ N20・nPO2・fU』v．ip

　　　 Severe　Varjabl“Deceleration　Group

　　　∫卿F門
　　　　，o

20

10

＼ 　　　P

糊1　”

、〕、

高簿

P嬬こ

§、、“

轍 “

、

02‘曾， 03曜－， ’～oヒ・｝

は笑気酸素投与群で23．2土54mm　Hg（n＝5），酸紫投

与群で18，6土5．5mm　Eg（皿＝10），非投与群で18，6±

49㎜耳9魚≡ 5）乏，笑気酸素投与により上昇うる傾

向は認裕昏れたものの統計学的に有意の葦は認められな

かった。 他のr ，PCO2，B・E・においてもいずれも有

意の変化はなかった。

　一方（V）群における肌A，，U，V、のEElは酸素投与

によりそ鞄ぞれ一名9土4．1mEq／ll－6．2±3，2mEq／1

（n＝18）と非投与群の一5・1土2・OmEqイ1・一3・8：L1・5

Eq／1（n＝13）に比していずれも有意に．（P〈0・05・P

〈α025）低値を示したがy笑気酸素投与群においては

それぞれ一48≠2，7甲Eq／1，π4，5士3、0皿Eq／1（n乏昏）

と酸素投与群，非投与群のいずれに比しても有意の変化

は認められなか？たo　（図βヂ4）ま典（H）群において

もそのpat面氣が出現してからio分以内に分娩となっ

た急激な血ypoxiccha脆geが胎児に生じたと考えられる

群においてUA・のB・Eは酸紫喪与により一7・0±
1．9mEq／1（n＝8）と非投与群のρL・4．2±1．6m　Eq／1

（n＝7）に比して有意に低確を示し起（図5）。なおこの

群において笑気酸紫を投与した症例に1例しかなかった

ため・笑気酸素によるBE』の影響に関してば検討でき

なかった。

　さ らに（N）群においてもU，A．の3，E．は酸素投与群

においてrG．＄‡34卑Eq／1（耳〒33）と茅投与群のr禽9

士2．7mEq〆1に比して低値を示す傾向が認められた（P

く0．1）。 r（図6．）瑛牽U・防、ではB・耳に酸素投与群に

おいて一巳q‡2．4mE虹／liと非投与群の」3，5士L8m、

Eq／1に比しズ有意に侮値を示した（P〈0．02）。（図7）

笑気酸素投与群ではU，A‘一4，2±1，4／血Eq／1，U・肱

一・ ．4±1，7mE9／1（n＝ 3）　と酸素投与群，　非投与群

のいずれに比しても有意の変化は認められなかった。二

つの酸素投与によるB』Kの低下傾向はいずれの群にお

いても認められたo

図3Effects・fOl ＆N20・nB．E，・fUA肋
　　Variable　Deceleration　Group
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　分娩前の胎児の状態を把握するためには，、分娩監視装

置と ともに胎児末檜血のガス分析も併用する方演より正

確であることは言うまでもない。しカ、し，分娩前の月台児

先進部より 血液を，1 ガス分析施行時に誤差を生rじないよ

うにβampHngする1こどは技術的にかなり困難であり〆

しかも測定に十分な量湖採取でぎない場合もあるため写

日常診療にはまだ一般的に導入されていないめが実状で

ある。

　一方・胎児末檎血のガス分析値は，膨帯動静脈血（と

くに瞬帯動脈血）のそれとよく相関し七いることは数多

くの報告があ為D2）5ゆ。そこで今回我菱は種々の　FHR

monitoτi㎎pattemが出現した時に胎児がいかなる状

態にあるかを1等‡rospec敏ve に把握ずづために，FHR

m㈱1’ng m≧嘔耳肌ギス分析値との関
係を検討し喪o　　　　　　　　　　．＿．．．。

　まず各群にお㌧’・て初産・経産でどのような差があるか

を検討したとζろ（N）群においてのみ，1朕A・，U・V・を

も初産群江おける瞳値は経産のそれに比して有意年底

下しているヒとが明らかとな5た。・しかし他の欠v）∫

（S），（H）〆（B）群にお㌧・ではとr6よ うな変伽翻あられ

ず，また各群を初産・経産に分けてそれぞれゐ各群商で

比較検討したがデ有意め変化は諏めら乳なふらたδご亡ゐ

（N）群においてめみ認められた初産匠お研蓉U激“1砿汽

V・のpE値の低下は分娩蒔間6違駆匡よちみあと考え

られるが，他の（V），（S）》 （H〉畑＞癖藤碗誌あら・

れなからた理由は明確でぱない。症例数の差匠士お竜め

とも考えられるが，二今後の検討を要すお商慮で疹ちぢぎ1

次に（B）群におい七U。A5の1二P碗値はζ村う群愁琵修そこ

有意に低下ナおことが明らかどならたよぜなお琴髭今画

我々の採周したFHRm・煎t・ゴnglφ分析法匠よ・麗1〉

　　　　　　　　　　　　　　　ド　も
　　　　イ　　ヘ　

恥暦暫状解あ鞭ら滴番暁焼麹1醜
Pq2の変化めみが出現しためである。1ごのεと1橡〆通常

の状態において胎児はか励勉￥脚櫓嬢催よち：て
も・それ自身りもつ血o甲egstati“欺作用にょ％4d6s量s

に陥あことが少ないことを示してい為・『方以上のこと

から胎児血中璽P％は他の要素に比べて変化しやすいと

いえるが・（の稀（s）群（v）群において庶uんの

Po2値雌に駐て穂め変化を示さなカや．た．ことか

ら瀦児血中鱒ス分析値既の聴力：よほど馳頃

い限り変化し奪玲と考えら塾る。そしてそのうちでも最

も欄眈曜僻反脚てくる魔P殖であるとい
える。そこ距渡q2値に注目 して各群に酸素1（マスク下に
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61／min），あるいは笑気・酸素（マスク下に21／min，

41／min）を投与した時の変化を検討したところ（S）群

のU．V・において笑気酸素投与群のPq2値は酸素投与

群，非投与群のいずれに比しても商値を示すことが明ら

かとなった。一般に，高濃度の酸素投与により血中酸素

分圧が上昇すると小動脈は収縮するといわれている。b

佃》堀口らは，3ゆマスクで1分間6ゆ酸素を投与した

場合，母体血中P勉値は400～500由m1｛gまで上昇す

ると報告しているが，このPq2値の上昇により胎盤を滋

流している小動脈が収縮をおこし，母体血の胎盤灌流速

度は低下すると報告している。nまた笑気を併用するこ

とにより，高濃度の酸素により収縮して、・た小動脈は拡

張するが，D3ゆこのために胎盤を灌流する母体血流量は

増加すると考えられるo

　今回の我々の成績でO零，笑気酸素投与によりPq2値が

酸素投与群，非投与群のいずれに比べても有意に曄値を

示したものは（S）群のU・肌のみであった。Severe

va㎞ab夏e　decelefationは膀帯の圧迫により壁の柔弱な

U．V・　のみが閉塞した状態であると解釈されているが，

このような条件下のために母体側で生じた胎盤灌流量の

変化が如実に表われたのではないかと推測されるo

　一方B・E・は，　（N）群，（V）群，　およべ（H）群のうち

でhypoxic　pattemが出現して10分以内に分娩となっ

た群において，酸素投与により非投与群に比して有意に

低下し，しかも酸素投与によるB・E・の低下傾向はいず

れの群においても認められたo（V）群や（H）E群におい

ては，1酸素投与のためというよりはむしろこ・のような

pattemが出現してきた胎児の状態の悪化によるとも考

えられるが5これでは（N）群において認められた酸素投

与によるB、E、の低下の脱明にはならない。このB・E・、

の変化に関しても酸素投与による小動脈の収縮により胎

盤を灌流する母体血流量が低下することによるのではな

いかと推測される。すなわち，エネルギー代謝等で胎児

血中に蓄積した老廃物はを経て胎盤に入るが，母体側の

血流速度の低下により，老廃物の母体側への拡散速度が

低下するたあ完全に拡散し得ずU，肱を経て胎児に戻る

ことになる。このためU。A。U，V，のいずれにおいても

BE．が低下したのではないかとも考えられるが，詳細

畔関しては今後さらに検討を要する問題であると思われ

る。また酸素あるいは笑気酸素投与群においては，投与

時間による差についても検討したが，今回は症例が少な

いため有意の変化はなかったo

　以上述ぺたBE．の変化が臨床的にいかなる意味をも

つかは現在のところ全く不明で，児の予後のfollow　up

も含めでさらに症例を重ねて検討を加えなければならな

い点であろう。なお今回の検討では各群内でのa㏄e11一

ationl　v昇riabihtyの差に関しては考慮し なかったが，

これらに関しても今後さらに検討を加えていく予定であ

るo

　稿を終えるにあたり，御校閲を賜った來京大学医学部

産科学婦人科学教室坂元正一教授に深諭いたします。
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